
細菌やウイルスを殺し、
毒性をなくしたもの

生きた細菌やウイルス
の毒性を弱めたもの

不活化
ワクチン

定められた期間内で受ける場合
原則として無料（公費負担）。定期

※次に他のワクチンを接種できるのは、不活化ワクチンは1週間後の同じ曜日から（中6日）、生ワクチンは4週間後の同じ曜日（中27日）からになる。

任意予防接種の接種できる年齢

定期予防接種の対象年齢

多くは有料（自己負担）。
ワクチンによっては公費助成があるものも。任意生

ワクチン

オススメの接種時期
（数字は接種回数）

同時接種：効率的に受けられる同時接種の例。
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予防接種は重い後遺症が残ったり、命に関わることもある病気を防ぐことができる。
また、万が一病気にかかっても重症化を防ぐことも。すべての予防接種を受けるようにしよう。

B型肝炎
任意接種 不活化ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

感染力が強く
肝硬変や肝がんを発症
感染力が強く、感染するとB型肝炎ウイルスの遺伝子
が肝臓内に一生残り、肝炎や肝硬変、肝がんを引き
起こすことが。子供の場合、感染経路が不明なことが
多い。

副
反
応

接種部位が赤く腫れる、発熱、発疹、吐き気など。重い
副反応の報告はないが、38度以上の発熱が1日以
上続くなどの場合は受診を。

予防できる病気 B型肝炎

小児用肺炎球菌
定期接種 不活化ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

細菌性髄膜炎は
最悪死に至ることも
細菌性髄膜炎は初期症状が風邪に似ているため、治
療が手遅れになり最悪死に至ることもある。敗血症や
菌血症は乳幼児の場合重症化しやすい。

副
反
応

接種部位の腫れや発熱といった症状が1～2日あるこ
とが。特に発熱の頻度が高いというデータがあるので、
38度以上の発熱が1日以上続くなどの場合は受診を。

予防できる病気 肺炎球菌による細菌性髄膜炎・
細菌性肺炎、敗血症、菌血症など

MR
定期接種 生ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

発熱と発疹だけでなく
合併症を併発
麻疹、風疹とも発熱と発疹が出る病気。どちらも対処
療法しか治療法がなく、合併症などを引き起こしやす
い。風疹は妊娠初期にかかると先天的な障害のある
赤ちゃんが生まれる可能性も。

副
反
応

7～10日後に38度以上の熱が1日以上続く場合や、
指で押さえても消えない紫斑や点状出血がある場合
は受診を。

予防できる病気 麻疹（はしか）、風疹

A型肝炎
任意接種 不活化ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

汚染された
食べ物を食べると感染
Ａ型肝炎ウイルスに汚染された食べ物で感染する。
重症化すると細胆管炎性肝炎や劇症肝炎になること
も。60歳以下の日本人はほとんど免疫を持っていな
いため予防接種が有効。

副
反
応

接種部位の腫れや発熱など。東南アジアで発症の多
い病気なのでこの地域へ行く場合予防接種を。

予防できる病気 Ａ型肝炎

ロタウイルス
任意接種 生ワクチン 経口

主
な
症
状

激しい下痢と
嘔吐を引き起こす
5才までに約95％の乳幼児が感染するという非常に
強い感染力を持つ。激しい下痢と嘔吐を繰り返すた
め、脱水症状や脳炎、重い腎障害などの合併症にな
ることも。

副
反
応

1回目の接種を生後15週以上に行った場合、腸重積
を発症する確率が高まる可能性があるため、それより
前の接種を推奨。

予防できる病気 ロタウイルス胃腸炎

四種混合
定期接種 不活化ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

まひやけいれん、咳など
重症化する4つの病気
ジフテリアとポリオは日本での発症はしばらくないが、
重症化するとまひが起こる。破傷風は傷口から菌が入
るとけいれんなどの症状が出て、百日咳は連続したせ
きが何日も続く。

副
反
応

接種部位の腫れやしこりが出ても広範囲でなければ
様子をみてOK。広範囲で腕全体が腫れるような場合
は病院へ。

予防できる病気 ジフテリア、百日咳、破傷風、
ポリオ（小児まひ）

水痘
定期接種 生ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

発疹がやがて
かゆみのある水疱に
水痘・帯状疱疹ウイルスなどの空気感染によって発
症。感染力が高く、免疫のない人は100％かかる。発
熱とともに出る発疹はやがてかゆみのある水疱に。
2014年10月より定期接種に。

副
反
応

副反応はほとんどないが、まれに発疹や水疱が出るこ
とが。38度以上の熱が1日以上続く場合も受診を。

予防できる病気 水痘（水ぼうそう）

日本脳炎
定期接種 不活化ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

発症すると
重症化・致死率が高い
日本脳炎ウイルスに感染した豚の血を吸った蚊に刺さ
れることで感染。発症すると高い確率で急性脳炎にな
り、致死率も20～40％。ただし、国内での発症例は
10例以下。

副
反
応

接種部の腫れ、発熱が見られることが。ごくまれにけい
れん、痒みなどのアレルギー反応が見られる。

予防できる病気 日本脳炎

ヒブ
定期接種 不活化ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

肺や髄膜に菌が入り
炎症を起こす
ヒブ菌が肺に入ると炎症を起こし呼吸が苦しくなって
肺炎に、脳を包む髄膜に入ると髄膜炎を引き起こす。
重症化すると呼吸困難や意識障害などになることが。

副
反
応

接種部位の腫れや発熱が1～2日見られることが。先
進国では重度の副反応はみられないが、38度以上の
発熱が1日以上続くなどの場合は受診を。

予防できる病気 ヒブによる細菌性髄膜炎・
細菌性肺炎など

BCG
定期接種 生ワクチン スタンプ式

主
な
症
状

生後すぐでも
発症する可能性がある
空気感染によって結核菌に感染して起こる。ママから
の免疫をもらっていないので生後すぐでも発症のリス
クが。重症の結核は難聴や脳神経まひなどを併発す
ることも。

副
反
応

接種後４週間後頃に軽く膿むことが。1週間以内に接
種部位が腫れたり、膿んでいる場合は受診を。

予防できる病気 重症の結核
（粟粒結核、結核性髄膜炎など）

おたふくかぜ
任意接種 生ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

低年齢ほど症状が出にくい
難聴の合併症を起こすことも
耳の下、頬の後ろ側、顎の下など耳下腺部が腫れる
感染症。定期的に大流行しており、男子がかかると睾
丸炎を起こすことも。治療法はないのでワクチンによる
予防が推奨されている。

副
反
応

接種2～3週間後に耳の下が軽く腫れ、微熱が出る
ことがある。全身症状として耳下腺の腫れ、嘔吐、咳、
鼻汁などの症状がみられることも。

予防できる病気 おたふくかぜ

インフルエンザ
任意接種 不活化ワクチン 皮下注射

主
な
症
状

重症化すると
肝炎や脳炎を起こしやすい
寒気を伴う高熱、倦怠感、筋肉痛などが起こる。重症
化すると致死率８～９％、助かっても約25％に精神運
動発達障害などの後遺症が残るインフルエンザ脳炎・
脳症を起こす。

副
反
応

強い卵アレルギーがある場合は、接種していいか事前
に医師に相談を。心配な副反応はほとんどない。

予防できる病気 インフルエンザ

予防接種でどんな病気が予防できる？Q
押さえて
おこう！予防接種っていつ受けるの？Q

わかれば
完璧！

赤ちゃんの予防接種は生後2～6ヶ月がピーク。接種可能な時期になったらできるだけ早く受けるのがベスト。
かかりつけ医と相談しながら、早めにスケジュールを立てよう。

ラブベビ.jp（裏表紙）を活用しながら、夫婦で予防接種について話し合ってみよう。STEP2

©NPO法人VPDを知って、子どもを守ろうの会 予防接種スケジュール 2014年10月版より改変

ロタウイルスワクチンは2回接種するものと3回接種するものがある。
遅くとも生後14週6日までに接種を開始し、必要な接種回数を受けよう

2013年10月までの7価ワクチンに含まれていない6価分
の免疫をつけるために、7価の接種完了者も8週以上あけ
て13価ワクチンを1回接種（補助的追加接種:任意接種）

ロタウイルス、ヒ
ブ、小児用肺炎球
菌、四種混合の
必要接種回数を
早期に完了する
には同時接種で
受けるのが最適

二種混合（DT）を11歳で追加
接種（接種対象11～12歳）

1歳の誕生日が来たらできるだけ早く
同時接種で受けよう。MR・おたふく
かぜ・水痘の同時接種は、ヒブ・小児
肺炎球菌・四種混合の追加接種の1
週間後に受けることも可能

幼稚園、保育所の年長
の4～6月がオススメ

追加接種は初回接種から
３ヶ月の間隔をあけて受けよう

日本脳炎ワクチンと
同時接種が可能

９歳で追加接種
（接種対象９～12歳）

毎年10～11月頃に受けよう

個別接種の場合は四種混合などと同時接種で受けられる
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